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NY マーケットレポート（2019 年 7 月 11 日） 
 

 

出所：SBILM 

 



 
                                           

2 

NY 市場レポート 

 

主要な米経済指標結果 

6 月消費者物価指数（前月比） 0.1％（予想 0.0％・前回 0.1％） 

6 月消費者物価指数（前年比） 1.6％（予想 1.6％・前回 1.8％） 

6 月消費者物価指数[コア]（前月比） 0.3％（予想 0.2％・前回 0.1％） 

6 月消費者物価指数[コア]（前年比） 2.1％（予想 2.0％・前回 2.0％） 

6 月の米消費者物価指数は、前月比ベースで市場予想を上回ったが、上昇率は前月から変わらなかった。

前年比では予想と一致した。前月比では、エネルギーが-2.3％（-0.6％）、サービスが+0.2％（+0.1％）、

食品・飲料が 0.1％（+0.3％）、居住費が+0.3％（+0.1％）、医療費が+0.3％（+0.3％）だった。 

 

データを基に SBILM が作成 
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新規失業保険申請件数 20.9 万件（予想 22.1 万件・前回 22.1 万件⇒22.2 万件） 

失業保険継続受給者数 172.3 万人（予想 168.3 万人・前回 168.6 万人⇒169.6 万件） 

米失業保険申請件数は、前週比-1.3 万件と市場予想からも少なかった。申請件数の 4 週移動平均は、前

週比-3250 件の 21.9 万件。また、集計が 1 週遅れる失業保険継続受給者数は、前週比+2.7 万人の 172.3

万人、受給者数の 4 週移動平均は前週比+5750 人の 169.5 万人だった。 
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ダウ平均は史上最高値を更新、ナスダックは 3 営業日ぶりに反落 

米株式市場は、パウエル FRB 議長が上院の議会証言で、改めて月末の利下げを示唆したことから、主要

株価指数は堅調な動きとなった。さらに、トランプ米政権が医薬品業界の規制案を撤回するとの報道も

下支え要因となった。ダウ平均株価は、序盤から堅調な動きとなり、終盤には前日比 228 ドル高まで上

昇し、初めて 27000 ドルの大台乗せとなった。結局、227 ドル高と最高値近辺で終了した。一方、ハイテ

ク株中心のナスダックは、終盤にマイナス圏に下落となり、6 ポイント安と 3 営業日ぶりに反落した。 
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株高、米金利上昇を背景に、ドル円・クロス円は堅調な動き  

NY 市場では、序盤に発表された 6 月の米消費者物価指数が市場予想を上回ったことや、コア指数が 2018

年 1 月以来の 1 年 5 ヵ月ぶりの大幅な伸びとなったこと、パウエル FRB 議長の上院での議会証言で、前

日の下院での議会証言に続き、今月末の FOMC での利下げを示唆したことから、米主要株価が堅調な動き

となり、ドル円・クロス円は堅調な動きとなった。その後は、米長期金利の上昇が続き、さらに 30 年債

入札が低調な結果となり、米金利が一段の上昇となったことでドル買い・円売りが強まり、ドル/円は一

時 108.53 まで上昇した。 

 

出所：総合分析チャート 

 

前営業日のロシアルーブル、ブラジルレアル 

◇ロシアルーブル 

昨晩 11日のルーブルは 62.9025 ルーブル、対円では 1.7216 円と続伸した。パウエル FRB 議長の議会証言の

影響やロシア国債入札に対する順調な応札もルーブルの支援材料となり、対ドルで一時 6/25 以来となる

62.7550 ルーブルまで上昇する場面も見られた。 
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ドル建のロシア RTS株価指数は 8.76Pts安の 1398.88Pts。また、MOEX 指数も 2789.66Pts (33.09Pts安）と

下落して取引を終えた。MOEX 指数は先週史上最高値を更新して以降の調整売りが続いたほか、パウエル FRB

議長の議会証言を受けた FRB の 利下げ観測も下値支援となったものの、既に織込み済みとして新たな上昇要

因には至らず、利益確定売りに押された。 

 

◇ブラジルレアル 

昨晩 11日のレアルは 1ドル＝3.7509 レアル、対円で 28.903 円と続伸、対ドルでは 2/28 以来の高値を付け

る場面も見られた。パウエル FRB 議長の議会証言を受けて 7月末 FOMC での利下げが確実視され新興国市場

への資金流入期待に加え、ブラジル議会での年金改革法案が議会下院で 1回目の採決を可決。しかし、年金

改革法案の可決は既に織り込まれており、対ドルで伸び悩む場面も見られた。 

 

ボベスパ指数は 670.62Pts 安の 105,146.44Pts と６日ぶりに反落した。前日まで 5 営業日続伸、前日には一

時 106,000Pts 台へ上昇する場面が見られたこともあり、高値警戒感を背景にした利益確定売りの観測も上値

を抑制、一時 1,003Pts 安まで下げ幅を拡大する場面も見られた。 
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お客様は、本レポートに表示されている情報をお客様自身のためにのみご利用するものとし、第三者への提供、再配信を行うこ

と、独自に加工すること、 複写もしくは加工したものを第三者に譲渡または使用させることは出来ません。情報の内容について

は万全を期しておりますが、その内容を保証するものではありません。 また、これらの情報によって生じたいかなる損害につい

ても、当社および本情報提供者は一切の責任を負いません。 

本レポートに表示されている事項は、投資一般に関する情報の提供を目的としたものであり、勧誘を目的としたものではありま

せん。投資にあたっての最終判断はお客様ご自身でお願いします。  

 


